
 薬を購入する場合や病院を受診する場合に、必ず自分がスポーツ選手であることを医師、薬剤師に告げるこ

とが必要です。そうすれば「禁止薬物」を含まれない薬を選択してもらうことができます。持病で服用してい

た薬にも「禁止薬物」が含まれていたとしても、きちんと申請をして承 認
しょうにん

されればその薬を服用
ふくよう

して大会に

参加することができます。ドーピングで違反になる医薬品はごく一部です。薬に関する相談は薬剤師に聞くこ

とが一番です。相談は岩手県薬剤師会や岩手県体育協会で受け付けています。 

 

知ってましたか？ 

 
 

 

☆ドーピング検査が行われる大会 

 すべての競技大会で実施しているわけではありません。主には、国民体育大会や全日本選手権大

会などの全国レベルの大会で、ドーピング検査を実施するケースが多いです。ドーピング検査を行

う選手は「優勝者」や「入賞者」とは限りません。入賞していない選手が実施することもあります。

競技会検査では、競技会に参加している全ての選手が対象となります。 

 

☆知らなかったですまされない「 」 
 日頃、身近に使用している治療薬にはドーピング禁止薬物が含まれていることもあります。ドー

ピングに関する知識がないため、不注意で禁止薬物を含む薬を服用してドーピング検査で「陽性」

になることがあります。これを「うっかりドーピング」と言います。たとえ意図的か意図的でない

かにかかわらず、うっかりではすまされません。 

 

☆サプリメントにも注意が必要! 
薬以外では、サプリメントが原因で「陽性」になることがあります。

ネット通販等での海外製のサプリメントには特に注意が必要です。サプ

リメントは食品に分類されていますが、禁止薬物が混入していることが

あります。サプリメントを利用する場合は、目的はもちろんですが、内

容成分等をチェックしましょう。過度にサプリメントへの期待をするこ

となく、日々の食事を大切にしてください。 
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